
記者発表資料

利根川上流ダム群の貯水量は過去最低！
今後の対応や節水の取組み等を確認！

利根川上流の８ダムの貯水量は、少雪や３月から５月までの少雨によりダムへの流入量が少な

かったことや、下流部の水利用のためのダムからの放流が多かったことにより、６月６日現在、

過去最低となっています。

これからの季節は、利根川中流域の二毛作等による農業用水の需要が高い時期でもあり、ダム

からの多量の用水補給が行われます。平年は、梅雨でまとまった降雨があるので、利根川上流８

ダムの貯水量が３億m を下回るのは７月下旬頃です。しかし、今年はダム貯水量が現時点で過去3

最低であり、梅雨の降雨が少なければ、平年より１カ月以上早い、６月中旬にも３億m を下回る3

ことが予想される厳しい状況です。

このため、本日、利根川水系渇水対策連絡協議会幹事会分科会を開催し、関係機関に対して現

在の状況や貯水量等の今後の見込みについての情報提供を行いました。あわせて渇水時の対応や

節水の取組み等の確認も行いました。

１．利根川上流ダム群の現状と今後の見通し（詳細は、別添参照）

・栗橋上流域降雨状況 １月～５月までの降水量は２８６ミリ
（過去６０年間で、６番目に少ない降水量）

６月６日９時現在の８ダム貯水量は、３億３，１１０万m3・ダムの貯水状況
（平成４年～平成１８年の平均４億３７２万m3と比べて８２％）

梅雨入り後のまとまった降雨がなければ、貯水量は低下する見込み・今後の見通し

２．今後の対策

・ダム等水資源開発施設については、引き続き、きめ細かな水運用を行っていく。

・節水の取組み等と、必要に応じて取水制限等の機動的な対応を行っていく。
http://www.ktr.mlit.go.jp/kyoku/river/mzshigen/kasui/・ＨＰ等でのダム情報の提供。

（関東地方整備局で検索し 「水を大切に！水源情報」をクリック）、

平成１９年６月７日（木）

（事務局：関東地方整備局）利根川水系渇水対策連絡協議会
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